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GAMMA 10/PDXのダイバータ模擬実験[1]に

おいては，図１に示すダイバータ模擬実験モジ

ュールにプラズマ流を流入させ，ターゲットに

照射することで核融合炉ダイバータの状況を

模擬している．さらにプラズマを冷却するため

のガスを入射することで放射損失が促進され，

非接触プラズマを生成することができる． 

本研究では入射ガス種によるプラズマ冷却効

果の差異を調べるため，ASDEXゲージ[2]と呼

ばれる高速イオンゲージを用いてモジュール

内部のガス圧力測定を行う．  

 
図１．GAMMA 10/PDXダイバータ模擬実験モ

ジュールの概念図とASDEXゲージの設置

位置 

 

まず校正実験チャンバーをセットアップし，

ゲージの校正実験を行った．校正実験の結果，

図２のように，同ガス圧力においてもゲージか

ら出力される電流値が異なっていることが観

測された．また，今回使用したガス種において

はゲージが良い直線性を示した．各ガス種の感

度費を比較するとTable１のようになり，一般的

なイオンゲージを使用した場合とほぼ同様の

比となっていることがわかった．公演では詳細

について報告する． 

 
図２．ガス圧力に対するASDEXゲージ出力の依存性 

 

Table 1. 各ガス種に対する感度比の比較 

 H2 Ne N2 Ar Xe 

イオン

ゲージ 
１ 0.65 2.2 2.8 6.2 

ASDEX

ゲージ 1 0.67 2.25 2.9 6.39 
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